
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波振動子と、この超音波振動子の発する振動を増幅すると共に端部に加工面を有する
ホーン部と、このホーン部の加工面との間で被溶着物を挟持可能な支持部と、この支持部
を前記被溶着物の挟持位置と非挟持位置とに位置変更可能なレバー部とを有していて、

前記支持部が前記被溶着物の
溶着方向に向けて回動可能になって

溶着部。
【請求項２】
前記支持部は、前記ホーン部の加工面との間で前記被溶着物を挟持して接当する部位に凸
面が形成されて構成されている請求項１の溶着部。
【請求項３】
前記ホーン部の加工面の周囲縁部が曲面に形成されている請求項１又は２の溶着部。
【請求項４】

。
【請求項５】

超音波溶着装置。
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前
記支持部が前記レバー部とは別体の、異なる支点周りに回動可能な支持アーム部を介して
前記レバー部を動作して位置変更可能になっていると共に、

おり、前記被溶着物を挟持した際、前記被溶着物の先
端と接当して溶着位置を定めると共に、前記支持部の回動に伴い回動する鍔状のストッパ
ー部が形成されている

請求項１～３のいずれか１の溶着部と、超音波発振機能を有する電源制御部とを備えた超
音波溶着装置

前記電源制御部がタイマー機構を有する請求項４の



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は溶着部とこれを備えた超音波溶着装置に関し、詳しくは、樹脂包装材などに対す
るスポットあるいはシームのいずれの溶着も可能な溶着部とこれを備えた超音波溶着装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内容物を収納した樹脂製容器などの開口縁部を部分的に固着したり、袋体の入口全体を封
緘したりするのに、超音波を利用した溶着装置がその手軽さから広く利用されている。例
えば、ＰＥＴ等の熱可塑性樹脂の開口縁部をスポット溶着して固着する装置として、特開
平１０－４４２４３号に開示されているものがある。又、袋体の入口全体をシーム溶着し
て封緘する装置として、登録実用新案第３０２４７２０号に記載されているものがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記いずれの装置も夫々スポット溶着またはシーム溶着のいずれかのみが
可能になるのであって、被溶着物の溶着要求により別々の装置を用いる必要があり、タイ
プの異なる２種の装置を用意する必要があって不都合かつ不経済であった。しかも、後者
のシーム溶着する装置は床に設置される設置型のものであり、容易に持ち運びできる可搬
性に優れたものではない。従って、手軽に被溶着物のある場所まで移動でき、被溶着物の
溶着用途に応じてスポットあるいはシーム溶着のいずれも適用可能な超音波溶着装置はこ
れまでなかった。
【０００４】
そこで、本発明の目的は、上記従来等技術の有する問題点に鑑みて、スポットあるいはシ
ームのいずれの溶着も可能で、しかも持ち運び容易で可搬性に優れた溶着部とこれを備え
た超音波溶着装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的は各請求項記載の発明により達成される。すなわ
ち、本発明に係る溶着部の特徴構成は、超音波振動子と、この超音波振動子の発する振動
を増幅すると共に端部に加工面を有するホーン部と、このホーン部の加工面との間で被溶
着物を挟持可能な支持部と、この支持部を前記被溶着物の挟持位置と非挟持位置とに位置
変更可能なレバー部とを有していて、

前記支持部が前記被溶着物の溶着方向に向けて回動可能になって

ことにある。
【０００６】
この構成によれば、被溶着物を挟持して超音波溶着する際に、支持部が被溶着物の溶着方
向に向けて回動可能になっていることから、溶着部を被溶着物の溶着方向に移動させる（
あるいは被溶着物を溶着方向とは反対方向に移動させる）ことによりシーム溶着すること
ができると共に、溶着部を被溶着物の溶着方向に移動させずに挟持位置でスポット溶着す
ることもできる。しかも、レバー部の操作により支持部を前記被溶着物の挟持位置と非挟
持位置とに位置変更可能な構成となっているので、装置全体を小型化でき、持ち運び容易
で可搬性のよい構成とすることができる。その結果、本発明によれば、スポットあるいは
シームのいずれも溶着可能で、しかも持ち運び容易で可搬性に優れた溶着部を提供するこ
とができた。
【０００７】
前記支持部は、前記ホーン部の加工面との間で前記被溶着物を挟持して接当する部位に凸
面が形成されて構成されていることが好ましい。この構成によれば、シーム溶着する際に
、溶着部を把持する手で溶着された部分を確認しながら溶着部（あるいは被溶着物）を移
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前記支持部が前記レバー部とは別体の、異なる支点
周りに回動可能な支持アーム部を介して前記レバー部を動作して位置変更可能になってい
ると共に、 おり、前記被
溶着物を挟持した際、前記被溶着物の先端と接当して溶着位置を定めると共に、前記支持
部の回動に伴い回動する鍔状のストッパー部が形成されている



動でき、溶着作業が安定するので都合がよい。もっとも、凸面は支持部表面に一定のピッ
チで複数個形成されていることがより好ましい。この場合、被溶着部に応じてピッチを適
宜選択することにより、溶着された部分における、連続発熱によるひずみの発生を少なく
できて都合がよいからであり、又剥離したい場合には剥離容易となって都合がよいからで
ある。
【０００８】
前記ホーン部の加工面の周囲縁部が曲面に形成されていることが好ましい。この構成によ
れば、シーム溶着する際に、溶着部（あるいは被溶着物）の移動を、被溶着物の表面を傷
つけることなく円滑に行うことができて都合がよい。ホーン部加工面の縁部の曲面は、少
なくとも被溶着物の溶着方向に対向する縁部に形成されていればよい。
【０００９】
前記支持部は、前記被溶着物を挟持した際、前記被溶着物の先端と接当して溶着位置を定
めるストッパー部が形成されていることが好ましい。この構成によれば、シーム溶着する
際に、被溶着物の溶着位置を定めることができるので、溶着部（あるいは被溶着物）の移
動を安定して行うことができて都合がよい。
【００１０】
又、本発明に係る超音波溶着装置の特徴構成は、前記溶着部と、超音波発振機能を有する
電源制御部とを備えたことにある。この構成によれば、スポットあるいはシームのいずれ
も溶着可能で、しかも溶着部、電源制御部のいずれも小型で構成でき、持ち運び容易で可
搬性に優れた超音波溶着装置を提供することができる。
【００１１】
超音波溶着装置として、前記電源制御部がタイマー機構を有することが好ましい。この構
成によれば、被溶着物の材質、形状などに応じて好ましい加工（溶着）時間を選択できる
ので、確実な溶着箇所を形成できて都合がよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を、図面を参照して詳細に説明する。図１は、本実施形態に係る超音
波溶着装置Ａの部分断面構造を示す。この超音波溶着装置Ａは、超音波振動子３などを備
え、各種熱可塑性樹脂などの被溶着物を挟持して溶着する機能を備えた溶着部１と、超音
波を所定時間発生させるための超音波発振機能を備えた電源制御部２とからなっている。
【００１３】
溶着部１は、片手で操作可能なように、把持部１ａと、超音波振動子３を収納したヘッド
部１ｂと、被溶着物を挟持する挟持部４と、この挟持部４の開閉を手で操作するレバー部
５と、電源制御部２と接続するリード線Ｌ等とから構成されている。挟持部４は、通常、
被溶着物を挟持し易くするため、板バネ（図示省略）によって開口状態にかるよう付勢さ
れているが、被溶着物を所定位置に配置した後、把持部１ａとレバー部５とを片手で握る
と、後述するように、挟持部４が被溶着物を挟持するようになっている。従って、図１は
バネの付勢力に抗して把持部１ａとレバー部５とを接近させた状態を示すものである。把
持部１ａとレバー部５とを片手で握ることにより被溶着物を挟持完了すると、図示はしな
いが、溶着部１内部に設けられているリミット・スイッチが作用して通電されるようにな
っていて、把持部１ａとレバー部５との把持力を緩めて、レバー部５を下方に下げるに任
せるとリミット・スイッチが解除され、通電が遮断されるようになっている。
【００１４】
尚、図番１２は、溶着部１を一時的に作業場壁面などに設けられた吊り下げフック（図示
略）に引っ掛けて吊り下げ可能にする引っ掛け部である。この引っ掛け部１２は全体が略
Ｃ字状をしていて、自由端側が溶着部１の尾部（リード線Ｌの挿入部近傍）に形成された
穴に挿入されて、溶着部１に取り外し可能に取り付けられている。従って、引っ掛け部１
２は前記穴の周りに回動自在になっているので、この引っ掛け部１２の長さを前記穴から
長く突出するような大きさに形成すると、引っ掛け部１２を前記穴周りに下方に回動する
と共にレバー部５をその下方への付勢力に抗して上方に引上げ、この状態で引っ掛け部１
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２によりレバー部５の自由端部を引っ掛けることができる。その結果、搬送時に全体の嵩
を小さくまとめることができて都合がよい。
【００１５】
前記挟持部４は、超音波振動子３に接続され超音波を増幅すると共に先細り状の先端に加
工面６ａを有するホーン部６と、このホーン部６の加工面６ａとの間で被溶着物を挟持す
る支持部７とから構成されている。そして、把持部１ａとレバー部５とを片手で握り、バ
ネの付勢力に抗して両者を接近させる方向に力を入れると、レバー部５がその支点５ａ周
りに上方に回動し、支点５ａから幾分離れた位置に図１の紙面に対して垂直方向に差し渡
されている棒状ピン５ｂが、支持部７に接続する支持アーム１０を押し上げる。つまり、
この支持アーム１０はその支点１０ａ周りに上方に押し上げられ、支点１０ａとは反対側
に位置する支持アーム１０の他端部に取り付けられている支持部７を押し上げて、結局、
支持部７をホーン部６の加工面６ａに接近させる。このようにして、加工面６ａと支持部
７との間に配置される被溶着物を挟持する。
【００１６】
次に支持部７を、図２、３を参照して詳細に説明する。図２は、挟持部４により被溶着物
Ｂである樹脂製袋体の開口部を溶着すべく挟持した状態を示す。支持部７は、前記支持ア
ーム１０の他端部に挿入されビス１１で固着された略Ｌ字状の補助支持アーム１０ｂに取
り付けられている。つまり、支持部７は略円筒状に形成されていて、補助支持アーム１０
ｂに取り付けられたビス８の軸８ａ周りに回動可能に遊嵌されている。支持部７には、被
溶着物Ｂと接する箇所として、図３に示すように、補助支持アーム１０ｂに対面する側の
外周面に沿って凹凸状に加工された凸部７ａが１０個形成されている。従って、被溶着物
Ｂの挟持はホーン部６の加工面６ａと前記凸部７ａとの間で行われることになる。又、ビ
ス８の他端側にはナット９が螺着されていて、ビス８が補助支持アーム１０ｂに確実に固
着されている。尚、図３は、ナット９を取り外した状態の側面構造を示す。
【００１７】
更に、補助支持アーム１０ｂと対向する側とは反対側の支持部７の端部には、支持部外周
面から張り出して被溶着物Ｂの端部と接当する鍔状のストッパー部７ｂが形成されている
。このようになっていると、被溶着物Ｂの端部をストッパー部７ｂに接当させることによ
り、被溶着物Ｂの溶着位置を端部から一定の位置に定めることができて好ましい。又、ホ
ーン部６の加工面６ａの縁部６ｂは、図３に示すように、シーム溶着する方向に曲面が形
成されており、これにより縁部が尖鋭になって被溶着物Ｂの表面を傷つけたり、溶着部１
の移動が円滑になり難くなるのを回避できるようになっている。もっとも、ホーン部６の
加工面６ａの縁部全周が全て曲面になっていてもよい。
【００１８】
一方、電源制御部２は、スイッチ部２ａと、溶着部１のリード線Ｌと接続可能なアウトプ
ット部２ｂと、タイマー機構２ｃと、外部ＡＣ電源と接続するコード線２ｄ等とから構成
されている。このようにタイマー機構２ｃを備えていることにより、被溶着物Ｂの材質、
形状などに応じて加工時間を変化させ、常に最適な溶着状態を達成できるようになってい
る。
【００１９】
次に、上記超音波溶着装置Ａを用いて、被溶着物Ｂを溶着する方法を説明する。予め被溶
着物Ｂの材質、形状などにより溶着時間を、電源制御部２のタイマー機構２ｃを用いて設
定する。スイッチ部２ａをＯＮにした後、図４（ａ）に示すような開口している挟持部４
に被溶着物Ｂを挿入し、被溶着物Ｂの端部を支持部のストッパー部７ｂに接当させた状態
でレバー部５と把持部１ａとを片手で把持する。図４（ｂ）に示すように、支持部７がホ
ーン部６の加工面６ａに上昇接近する。その結果、図２に示すように、被溶着物Ｂが挟持
部４に挟持される。この状態で、シーム溶着する場合には、被溶着物Ｂを溶着部１に対し
て相対移動させればよい。スポット溶着する場合は、レバー部５と把持部１ａとを片手で
把持するだけでよい。
【００２０】
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〔別実施の形態〕
（１）上記実施形態では、被溶着物と接当する支持部の表面に歯車状の凹凸を形成し、そ
の凸部と被溶着物の底面が接当するようにした例を示したが、支持部表面の凹凸の形状、
ピッチ等は特に限定されず、互いに交差する刻み目を支持部の接当箇所である円周面に刻
印したようなものでもよいし、円周面とせず多角形状に接当箇所を形成してもよい。又、
支持部表面を、凹凸を形成しない平滑な円周面としてもよい。
【００２１】
（２）本発明に適用できる被溶着物としては、Ａ－ＰＥＴ（非晶質ポリエチレンテレフタ
レート）、ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）、ＰＰ（ポリプロピレン）、ＯＰＳ（延伸ポリスチ
レン）等の各種樹脂製容器、袋体などのみならず、樹脂製のリボン、シート製品など、超
音波溶着可能な各種材質のものを挙げることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る超音波溶着装置の全体構成を示す正面一部断面図
【図２】図１の超音波溶着装置の使用状態を説明する挟持部近傍の正面断面図
【図３】図１の超音波溶着装置の挟持部近傍の右側面図
【図４】図１の超音波溶着装置の動作を説明する斜視図
【符号の説明】
１　　　溶着部
２　　　電源制御部
３　　　超音波振動子
５　　　レバー部
６　　　ホーン部
６ａ　　加工面
７　　　支持部
７ｂ　　ストッパー部
Ｂ　　　被溶着物
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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